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図 1 反転軸流ファン式超音速ジェットエンジン断面図 
 






図２に設計した反転ファンの 3 次元形状を示す．前/後段の羽根数はそれぞれ 15/11 枚であり，






動力装置としては外径が 60 mm の電動 RC 機用 11kW 直流ブラシレスモーターを使用した（図
3）．真空槽内で使用するため，全体をモールドし，かつモーター周囲を不凍液で水冷している．
電源としては，4000mAh・セル数 14 の LiPo バッテリを４並列で使用している．これにより，
定格回転数での運転を連続で 6 分間程度行うことが出来る． 
 
２－３ 計測系の確認 
 図４に示す通り，静圧ポート 15 箇所（１段ファン上流，１段動翼上，１－２段間，２段動翼
























図 6 反転ファンリグ試験機セッティング 
 
図 6 に反転ファン試験機概要を示す．現在までに大気圧環境下で 18000rpm までの回転数で試験
を行った．流量は２段ファン出口に径の異なるオリフィスプレートを取り付けて変化させる．図
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